
JP 6922182 B2 2021.8.18

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部にトナーを収容し、自らの回転により回転軸方向の一端部に設けられた開口へ前記
トナーを搬送し、前記一端部側から画像形成装置本体に装着される容器であって、前記回
転軸方向の他端の壁から回転軸方向に沿って延び且つ一定の外径を有する胴部と、該胴部
の一端から延び出て徐々に縮径され前記一端部を含む縮径部と、を有する前記容器と、
　前記容器の前記一端部に前記容器と一体回転可能に取り付けられ、前記画像形成装置本
体の駆動部からの回転力が伝達されて前記容器と共に回転する回転部と、
　前記容器との間に隙間を有した状態で前記容器の回転軸周りに前記容器の一端部側及び
前記回転部の周囲を覆い、前記回転部を回転可能に支持し、前記容器の前記画像形成装置
本体への装着動作により前記画像形成装置本体に位置決めされる支持部と、
　前記支持部に形成され、前記縮径部と前記胴部との境界を超えて該胴部側へ延長された
延長部と、
　を備えるトナー収容具。
【請求項２】
　画像形成装置本体と、
　前記画像形成装置本体に設けられ、潜像を保持する像保持体と、
　前記画像形成装置本体に設けられ、前記潜像を現像する現像装置と、
　前記現像装置へ供給されるトナーを収容する請求項１に記載のトナー収容具と、
　を備える画像形成装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トナー収容具、画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、内周面に螺旋状の突起部が設けられ、回転することにより内部に収容
されたトナーをボトル口部に向けて軸方向へ搬送させるトナーボトルが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－３１０９０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　トナーが収容された容器の一端部に回転部が取り付けられた構成において、容器との間
に隙間を有した状態の支持部が回転部を回転可能に支持する構成では、容器に対して支持
部が傾くと、支持部が支持する回転部も容器に対して傾いて、回転部が容器から外れる場
合がある。また、上記構成では、容器に対して支持部が傾くと、容器の一部に荷重がかか
り、容器が変形する場合もある。
【０００５】
　本発明は、容器と支持部との間の隙間に突出する突出部を有さない構成と比べ、回転部
が容器から外れることを抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１態様は、内部にトナーを収容し、自らの回転により回転軸方向の一端部に設けられ
た開口へ前記トナーを搬送し、前記一端部側から画像形成装置本体に装着される容器と、
前記容器の前記一端部に前記容器と一体回転可能に取り付けられ、前記画像形成装置本体
の駆動部からの回転力が伝達されて前記容器と共に回転する回転部と、前記容器との間に
隙間を有した状態で前記容器の回転軸周りに前記容器の一端部側及び前記回転部の周囲を
覆い、前記回転部を回転可能に支持し、前記容器の前記画像形成装置本体への装着動作に
より前記画像形成装置本体に位置決めされる支持部と、前記容器及び前記支持部の少なく
とも一方に設けられ、前記隙間に突出する突出部と、を備える。
【０００７】
　第２態様では、前記支持部は、前記回転軸方向において、前記回転部の前記容器への取
り付け位置よりも、前記容器の他端部側に延びており、前記突出部は、前記支持部の延び
方向の端部に配置されている。
【０００８】
　第３態様では、前記突出部は、前記支持部の内周面に設けられ、前記容器の外周面に沿
った円弧面を有する。
【０００９】
　第４態様では、前記突出部は、前記容器の外周面に設けられ、前記支持部の内周面に沿
った円弧面を有する。
【００１０】
　請求項１の発明は、内部にトナーを収容し、自らの回転により回転軸方向の一端部に設
けられた開口へ前記トナーを搬送し、前記一端部側から画像形成装置本体に装着される容
器であって、前記回転軸方向の他端の壁から回転軸方向に沿って延び且つ一定の外径を有
する胴部と、該胴部の一端から延び出て徐々に縮径され前記一端部を含む縮径部と、を有
する前記容器と、前記容器の前記一端部に前記容器と一体回転可能に取り付けられ、前記
画像形成装置本体の駆動部からの回転力が伝達されて前記容器と共に回転する回転部と、
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前記容器との間に隙間を有した状態で前記容器の回転軸周りに前記容器の一端部側及び前
記回転部の周囲を覆い、前記回転部を回転可能に支持し、前記容器の前記画像形成装置本
体への装着動作により前記画像形成装置本体に位置決めされる支持部と、前記支持部に形
成され、前記縮径部と前記胴部との境界を超えて該胴部側へ延長された延長部と、を備え
る。
【００１１】
　請求項２の発明は、画像形成装置本体と、前記画像形成装置本体に設けられ、潜像を保
持する像保持体と、前記画像形成装置本体に設けられ、前記潜像を現像する現像装置と、
前記現像装置へ供給されるトナーを収容する請求項１に記載のトナー収容具と、を備える
。
【発明の効果】
【００１２】
　第１態様の構成によれば、容器と支持部との間の隙間に突出する突出部を有さない構成
と比べ、回転部が容器から外れることを抑制できる。
【００１３】
　第２態様の構成によれば、突出部が、支持部の延び方向の中間部に配置されている構成
と比べ、回転部が容器から外れることを抑制できる。
【００１４】
　第３態様の構成によれば、突出部の容器を向く面が平面とされた構成と比べ、突出部に
おける容器の外周面の周方向に沿った各部で、回転部に対する容器の傾きを制限できる。
【００１５】
　第４態様の構成によれば、突出部の支持部を向く面が平面とされた構成と比べ、突出部
における支持部の内周面の周方向に沿った各部で、回転部に対する容器の傾きを制限でき
る。
【００１６】
　本発明の請求項１の構成によれば、支持部が縮径部のみを覆う構成と比べ、回転部が容
器から外れることを抑制できる。
【００１７】
　本発明の請求項２の構成によれば、容器と支持部との間の隙間に突出する突出部を有さ
ない構成と比べ、回転部が容器から外れることによる画像形成装置本体内の汚染を抑制で
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本実施形態に係る画像形成装置の構成を示す概略図である。
【図２】本実施形態に係るトナーカートリッジ、装着部及びモータの構成を示す側面図で
ある。
【図３】本実施形態に係るトナーカートリッジの構成の一部を示す断面図である。
【図４】本実施形態に係るトナーカートリッジの構成の一部を示す概略斜視図である。
【図５】本実施形態に係る突起の構成を示す概略図である。
【図６】本実施形態に係るトナーカートリッジを装着部に装着する装着初期の状態を示す
側面図である。
【図７】第一変形例に係るトナーカートリッジの構成の一部を示す側面図である。
【図８】第二変形例に係るトナーカートリッジの構成を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に、本発明に係る実施形態の一例を図面に基づき説明する。
【００２０】
　（画像形成装置１０）
　まず、本実施形態に係る画像形成装置１０の構成を説明する。図１は、本実施形態に係
る画像形成装置１０の構成を示す概略図である。なお、以下の説明では、図１に矢印Ｙで
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示す方向を装置高さ方向、矢印Ｘで示す方向を装置幅方向とする。また、装置高さ方向及
び装置幅方向のそれぞれに直交する方向（Ｚで示す）を装置奥行き方向とする。そして、
画像形成装置１０を正面視して、装置高さ方向、装置幅方向、装置奥行き方向をＹ方向、
Ｘ方向、Ｚ方向と記載する。さらに、Ｘ方向、Ｙ方向、Ｚ方向のそれぞれ一方側と他方側
を区別する必要がある場合は、画像形成装置１０を正面視して、上側をＹ側、下側を－Ｙ
側、右側をＸ側、左側を－Ｘ側、奥側をＺ側、前側を－Ｚ側と記載する。
【００２１】
　画像形成装置１０は、各構成部品が設けられる画像形成装置本体１１を有している。ま
た、画像形成装置１０は、画像形成装置本体１１内に、一例として、搬送部１２と、画像
形成部１４と、定着部１６と、制御部１８と、を有している。搬送部１２は、記録媒体の
一例としての用紙Ｐを搬送する。
【００２２】
　画像形成部１４は、一例として、４つの画像形成ユニット１４Ｙ、１４Ｍ、１４Ｃ、１
４Ｋと、転写装置１５とを含んで構成されている。また、画像形成部１４は、搬送部１２
により搬送される用紙Ｐ上にトナーＴを用いてトナー像Ｇを形成する。定着部１６は、ト
ナー像Ｇを加熱及び加圧して用紙Ｐに定着させる。制御部１８は、画像形成装置１０の各
部の動作を制御する。
【００２３】
　画像形成ユニット１４Ｙ、１４Ｍ、１４Ｃ、１４Ｋは、使用されるトナーＴ（イエロー
、マゼンタ、シアン、ブラック）を除いて同様の構成とされているため、以下、画像形成
ユニット１４Ｋについて説明し、画像形成ユニット１４Ｙ、１４Ｍ、１４Ｃの説明を省略
する。
【００２４】
　画像形成ユニット１４Ｋは、像保持体の一例としての感光体１７Ａと、帯電ロール１７
Ｂと、露光部１７Ｃと、現像装置１９と、を有している。感光体１７Ａは、帯電ロール１
７Ｂにより帯電され露光部１７Ｃにより露光されることで形成された潜像を外周面に保持
する。
【００２５】
　現像装置１９は、箱状の本体部１９Ａと、本体部１９Ａ内に回転可能に設けられた現像
ロール１９Ｂとを有している。本体部１９Ａ内には、トナーＴを含む現像剤が貯留されて
いる。そして、現像装置１９は、現像ロール１９Ｂが回転されることで、感光体１７Ａの
潜像をトナーＴにより現像するようになっている。なお、本体部１９Ａ内には、後述する
トナーカートリッジ３０ＫからトナーＴが供給される。
【００２６】
　転写装置１５は、中間転写ベルト１５Ａと、感光体１７Ａから中間転写ベルト１５Ａに
トナー像Ｇを転写させる４本の１次転写ロール１５Ｂと、中間転写ベルト１５Ａのトナー
像Ｇを用紙Ｐに転写させる１本の２次転写ロール１５Ｃとを含んで構成されている。そし
て、転写装置１５は、現像された感光体１７Ａのトナー像Ｇを用紙Ｐに転写させる。
【００２７】
　ここで、画像形成装置１０は、図１に示されるように、トナー収容具の一例としてのト
ナーカートリッジ３０Ｙ、３０Ｍ、３０Ｃ、３０Ｋ（以下、３０Ｙ～３０Ｋという）を有
している。各トナーカートリッジ３０Ｙ～３０Ｋは、それぞれ、使用されるトナーＴ（イ
エロー、マゼンタ、シアン、ブラック）に対応して、画像形成装置本体１１に設けられて
いる。
【００２８】
　また、画像形成装置１０は、図２に示されるように、各トナーカートリッジ３０Ｙ～３
０Ｋが装着される装着部２２と、各トナーカートリッジ３０Ｙ～３０Ｋの後述のトナーボ
トル５０及び撹拌部材６０を回転駆動する駆動部の一例としてのモータ２８と、を有して
いる。
【００２９】
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　なお、各トナーカートリッジ３０Ｙ～３０Ｋ、各装着部２２、及び各モータ２８は、そ
れぞれ、同様の構成とされているので、以下、トナーカートリッジ３０Ｋ、トナーカート
リッジ３０Ｋが装着される装着部２２、及び、トナーカートリッジ３０Ｋの後述のトナー
ボトル５０及び撹拌部材６０を回転駆動するモータ２８について説明する。
【００３０】
　（装着部２２）
　装着部２２は、トナーカートリッジ３０Ｋが装着される機能を有しており、画像形成装
置本体１１の内部に固定されている。具体的には、装着部２２は、一例として、図２に示
されるように、底板２４と、底板２４のＸ方向両端部からＹ側（上側）に直立する一対の
側板（図示省略）と、を有しており、Ｚ方向に見て断面Ｕ字状に形成されている。
【００３１】
　底板２４は、Ｘ－Ｚ面に沿って延びている。底板２４の表面（Ｙ側の面）は、トナーカ
ートリッジ３０ＫがＺ方向を軸方向として載せられる面とされている。底板２４のＺ側端
部には、モータ２８が取付けられている。
【００３２】
　底板２４におけるモータ２８が取付けられた部位よりも－Ｚ側には、トナーカートリッ
ジ３０Ｋから排出されたトナーＴを通過させる開口２７が形成されている。開口２７は、
底板２４を上下方向（Ｙ方向）に貫通している。開口２７は、Ｙ方向（上下方向）に見て
、トナーカートリッジ３０Ｋの後述の排出路４１Ｃ（図３参照）と重なっている。
【００３３】
　さらに、底板２４における開口２７よりも－Ｚ側には、トナーカートリッジ３０Ｋの後
述のシャッター４３を開放するための凹部２６が形成されている。装着部２２では、底板
２４に対する－Ｚ側からトナーカートリッジ３０Ｋが底板２４上をＺ側へ移動されて装着
部２２の底板２４に装着される。
【００３４】
　（モータ２８）
　モータ２８は、図２に示されるように、本体２８Ａと、自身の駆動力によって回転する
駆動軸２８Ｂと、を有している。駆動軸２８Ｂは、本体２８ＡからＺ方向を軸方向として
－Ｚ側に延びている。駆動軸２８Ｂの先端には、トナーカートリッジ３０Ｋの後述のカッ
プリング４８と軸方向に噛み合うカップリング２８Ｃが設けられている。カップリング２
８Ｃは、トナーカートリッジ３０Ｋの装着部２２への装着状態において、カップリング４
８と噛み合い、モータ２８の回転力（駆動力）がカップリング４８に伝達される。なお、
モータ２８は、一例として、ステッピングモータで構成されている。
【００３５】
　（トナーカートリッジ３０Ｋ）
　トナーカートリッジ３０Ｋは、全体として、Ｚ方向に長さを有している。具体的には、
トナーカートリッジ３０Ｋは、容器の一例としてのトナーボトル５０と、回転部の一例と
しての撹拌部材６０と、支持部の一例としての支持部材４０と、を有している。
【００３６】
　（トナーボトル５０）
　トナーボトル５０は、樹脂製でＺ方向を軸方向とする円筒状に形成されており、－Ｚ側
が閉じられ、Ｚ側が開口された有底の部材で構成されている。すなわち、トナーボトル５
０は、Ｚ側の端部（一端部の一例）に開口５６Ｄ（図３及び図４参照）が設けられ、－Ｚ
側の端部（他端部の一例）が閉じられている。このトナーボトル５０は、内部にトナーＴ
を収容している。
【００３７】
　具体的には、トナーボトル５０は、図２に示されるように、底壁５５と、周壁５６と、
把持部５７と、を有している。底壁５５は、Ｚ方向に見て円形に形成されている。周壁５
６は、底壁５５の外周部からＺ方向に沿ってＺ側に延びており、円筒状に形成されている
。詳細には、周壁５６は、予め定められた外径を有する胴部５６Ａと、胴部５６ＡのＺ側
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の端部からＺ側に延び出て徐々に縮径された縮径部５６Ｂと、を有している。胴部５６Ａ
は、具体的には、周壁５６の－Ｚ方向側部分を構成し、且つ外径が一定とされている。胴
部５６Ａと縮径部５６Ｂとの境界部分が、外径の変化が開始される変化部５６Ｃとされる
。
【００３８】
　また、図３及び図４に示されるように、周壁５６におけるＺ側の開口５６Ｄの周縁部に
は、撹拌部材６０を取り付けるための雄ネジ部５６Ｅが形成されている。
【００３９】
　さらに、周壁５６には、図２及び図３に示されるように、らせん状でかつ周壁５６の内
側に向けて突出された案内部５１が形成されている。トナーボトル５０は、後述のように
、自らが回転することで、内部に収容されたトナーＴが案内部５１によって、開口５６Ｄ
側（－Ｚ側）に搬送される。
【００４０】
　トナーボトル５０は、Ｚ側の端部側から画像形成装置本体１１の装着部２２に対して装
着される（図２参照）。すなわち、トナーボトル５０はＺ側へ移動されて装着部２２に対
して装着される。
【００４１】
　把持部５７は、トナーカートリッジ３０Ｋを装着部２２に装着する際に、作業者が把持
する部分である。この把持部５７は、図２に示されるように、底壁５５から－Ｚ側に突出
している。すなわち、把持部５７は、トナーボトル５０の－Ｚ側の端部に設けられている
。
【００４２】
　なお、トナーボトル５０は、一例として、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）製とされて
いる。トナーボトル５０の他の例として、例えば、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート
）樹脂製としてもよい。
【００４３】
　（撹拌部材６０）
　撹拌部材６０は、図４に示されるように、Ｚ方向を軸方向とする円筒状に形成されてい
る。具体的には、撹拌部材６０は、一例として、周壁６２と、仕切壁６４と、軸部６６と
、撹拌突起６８と、を有している。周壁６２は、Ｚ方向に沿って延びる円筒状に形成され
ている。周壁６２の内周面には、図３に示されるように、雄ネジ部５６Ｅと噛合う雌ネジ
部６２Ｅが形成されている。この雌ネジ部６２Ｅが、トナーボトル５０の雄ネジ部５６Ｅ
と噛み合うことで、撹拌部材６０は、トナーボトル５０のＺ側の端部にトナーボトル５０
と一体回転可能に取り付けられる。周壁６２のＺ側の端部には、Ｚ方向に見て、円環状に
形成された円環状壁６１が形成されている。
【００４４】
　仕切壁６４は、図４に示されるように、Ｚ方向に見て、周壁６２の中央で交差する十字
状に形成されており、４つの壁６４Ａで構成されている。仕切壁６４は、トナーボトル５
０のトナーＴをＺ側へ通過させる４つの空間部６３に、周壁６２の内側を区切っている。
【００４５】
　軸部６６は、仕切壁６４の交差部分からＺ方向を軸方向としてＺ側に延びている。また
、軸部６６には、図３に示されるように、モータ２８のカップリング２８Ｃと軸方向に噛
み合うカップリング４８が固定されている。カップリング４８がカップリング２８Ｃと噛
み合うことで、モータ２８の回転力（駆動力）が撹拌部材６０に伝達される。これにより
、撹拌部材６０は、トナーボトル５０と共に、自らの軸方向（Ｚ方向）を回転軸方向とし
て回転する。
【００４６】
　撹拌突起６８は、図４に示されるように、仕切壁６４の各壁６４Ａに設けられている。
この撹拌突起６８は、各壁６４ＡからＺ方向を軸方向としてＺ側に延びており、壁面が撹
拌部材６０の回転方向を向いている。撹拌突起６８は、４つの空間部６３を通過して支持



(7) JP 6922182 B2 2021.8.18

10

20

30

40

50

部材４０の内部に流入したトナーＴを、撹拌部材６０の回転により撹拌する。
【００４７】
　（支持部材４０）
　支持部材４０は、樹脂製でＺ方向を軸方向とする円筒状に形成されており、Ｚ側が閉じ
られ、－Ｚ側が開口された有底の部材で構成されている。なお、支持部材４０は、一例と
して、ＡＢＳ樹脂（アクリロニトリル・ブタジエン・スチレン共重合体樹脂）製とされて
いる。
【００４８】
　支持部材４０は、具体的には、図３に示されるように、円壁４２と、外周壁４４と、内
周壁４１と、円筒部４９と、を有している。円壁４２は、Ｚ方向に見て円形に形成されて
いる。円壁４２におけるＺ方向に見た中央部には、Ｚ方向に貫通する円孔４２Ａが形成さ
れている。円壁４２は円孔４２Ａにおいてカップリング４８を回転可能に支持している。
これにより、カップリング４８が固定された撹拌部材６０と、撹拌部材６０が取り付けら
れたトナーボトル５０とが、支持部材４０に回転可能に支持される。このように、支持部
材４０は、軸方向一方側（Ｚ側）の端部で、カップリング４８を介して撹拌部材６０及び
トナーボトル５０を支持している。
【００４９】
　円筒部４９は、Ｚ方向を軸方向として円壁４２からＺ側に延びている。この円筒部４９
は、Ｚ方向に見て円孔４２Ａの周囲を囲むように配置されている。カップリング４８にお
けるカップリング２８Ｃとの噛み合い部分は、円筒部４９内に配置されている。
【００５０】
　外周壁４４は、円壁４２の外周部からＺ方向に沿って－Ｚ側へ延びており、円筒状に形
成されている。具体的には、外周壁４４は、撹拌部材６０のトナーボトル５０への取り付
け位置（雄ネジ部５６Ｅと雌ネジ部６２Ｅとの噛み合い位置）よりも、－Ｚ側（トナーボ
トル５０の－Ｚ側の端部側）へ延びている。
【００５１】
　そして、外周壁４４は、トナーボトル５０との間に隙間４４Ｈを有した状態で、トナー
ボトル５０及び撹拌部材６０の回転軸周りに、トナーボトル５０の一端部側及び撹拌部材
６０の周囲を覆っている。隙間４４Ｈは、外周壁４４の内周面４４Ａと、トナーボトル５
０の外周面５０Ｂとの間に、トナーボトル５０の周方向の全周において形成されている。
【００５２】
　内周壁４１は、外周壁４４の内周側で円壁４２からＺ方向に沿って－Ｚ側に延びており
、円筒状に形成されている。内周壁４１の内部空間は、撹拌部材６０の空間部６３を介し
て、トナーボトル５０の内部空間と通じており、トナーボトル５０から排出されたトナー
Ｔが流入する流入空間４１Ｒとされている。
【００５３】
　内周壁４１における－Ｚ側の端面４１Ｂと、撹拌部材６０の円環状壁６１との間には、
シール材３８が挟まれている。このシール材３８は、図４に示されるように、具体的には
、Ｚ方向に見て円環状に形成されている。そして、図３に示されるように、シール材３８
が当該端面４１Ｂと当該円環状壁６１との間を封止し、この間からのトナーＴの漏れを抑
制している。なお、シール材３８は、一例として、ウレタン等の弾性体で形成されている
。
【００５４】
　内周壁４１における底部（－Ｙ側部分）には、流入空間４１ＲのトナーＴを－Ｙ側へ向
けて外周壁４４の外側へ排出するための排出路４１Ｃが形成されている。排出路４１Ｃは
、円壁４２の底部（－Ｙ側部分）と、該底部の－Ｚ側で該底部と対向する対向壁と４１Ａ
と、排出路４１ＣのＸ側及び－Ｘ側に配置された一対の壁４１Ｅと、で囲まれている。
【００５５】
　外周壁４４における排出路４１Ｃの外側（－Ｙ側）には、開閉部としてのシャッター４
３が開閉可能に設けられている。シャッター４３は、二点鎖線で示す閉位置と、実線で示
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す開位置と、の間をＺ方向に沿って移動可能に、外周壁４４の外周に取り付けられている
。
【００５６】
　このシャッター４３は、バネ等の弾性体の弾性力により押され又は引っ張られて閉位置
に位置する。そしてシャッター４３は、図２に示されるように、トナーカートリッジ３０
ＫをＺ側に移動させる装着動作において、装着部２２の凹部２６に嵌り、その嵌った状態
でさらにトナーカートリッジ３０ＫがＺ側へ移動することで、開位置へ移動する。
【００５７】
　この位置から、さらに、トナーカートリッジ３０ＫをＺ側に移動させる装着動作が行わ
れることで、カップリング４８がカップリング２８Ｃと噛み合う。カップリング４８がカ
ップリング２８Ｃと噛み合うことで、支持部材４０が装着部２２を介して画像形成装置本
体１１に位置決めされる。
【００５８】
　（突起８０）
　ここで、支持部材４０の外周壁４４の内周面４４Ａには、図５に示されるように、外周
壁４４の内周面４４Ａとトナーボトル５０の外周面５０Ｂとの間の隙間４４Ｈに突出する
突出部の一例としての突起８０が複数（具体的には、例えば３つ）形成されている。
【００５９】
　この突起８０は、外周壁４４の内周面４４Ａの周方向に沿って等間隔で配置されている
。また、突起８０は、当該内周面４４Ａから径方向の内側へ突出しており、隙間４４Ｈの
空間を埋めて隙間４４Ｈを低減している。突起８０の先端面８０Ａ（径方向の内側の端面
）は、トナーボトル５０の外周面５０Ｂに沿った円弧面とされている。この先端面８０Ａ
は、トナーボトル５０の外周面５０Ｂに対して非接触となっている。
【００６０】
　また、突起８０は、図３に示されるように、支持部材４０の軸方向の他方側（－Ｚ側）
の端部に配置されている。すなわち、支持部材４０において、撹拌部材６０のトナーボト
ル５０への取り付け位置よりも－Ｚ側へ延びている外周壁４４の延び方向（－Ｚ側）の端
部に、突起８０が設けられている。
【００６１】
　（本実施形態に係る作用）
　本実施形態では、トナーカートリッジ３０Ｋは、Ｚ側の端部側、すなわち、支持部材４
０側から画像形成装置本体１１の装着部２２に対してＺ側に移動させて装着部２２に装着
される（図２参照）。
【００６２】
　そして、この装着動作は、例えば、トナーボトル５０の－Ｚ側の端部に設けられた把持
部５７を作業者が把持して行われる。このため、支持部材４０が装着部２２に載せられた
装着初期の状態（図６に示す状態）において、トナーボトル５０の－Ｚ側の端部が、把持
部５７を介して、例えば下側（－Ｙ側）に押される場合がある。
【００６３】
　ここで、トナーボトル５０と支持部材４０との隙間４４Ｈに突出する突起８０を有さな
い構成（第一構成例）では、トナーボトル５０の－Ｚ側の端部が下側（－Ｙ側）に押され
ると、支持部材４０に支持された撹拌部材６０に対して、トナーボトル５０が傾きやすく
、撹拌部材６０がトナーボトル５０から外れやすい。なお、トナーボトル５０は、下側だ
けでなく、トナーボトル５０の径方向外側のいずれかの方向（上側や左右側など）に押さ
れ得る。
【００６４】
　これに対して、本実施形態では、隙間４４Ｈに突出する突起８０が、支持部材４０の外
周壁４４の内周面４４Ａに設けられているので、突起８０がトナーボトル５０に当たるこ
とで、支持部材４０に対するトナーボトル５０の傾きが制限される。このため、第一構成
例と比べ、支持部材４０に支持された撹拌部材６０に対して、トナーボトル５０が傾きに
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くく、撹拌部材６０がトナーボトル５０から外れることが抑制される。
【００６５】
　このように、撹拌部材６０がトナーボトル５０から外れることが抑制されるので、第一
構成例と比べ、撹拌部材６０がトナーボトル５０から外れることによる画像形成装置本体
１１内のトナーによる汚染が抑制される。
【００６６】
　また、本実施形態では、突起８０は、図３に示されるように、支持部材４０の軸方向の
他方側（－Ｚ側）の端部に配置されている。
【００６７】
　ここで、突起８０が支持部材４０の軸方向の中間部（－Ｚ側の端部よりもＺ側）に突起
８０が配置された構成（第二構成例）では、トナーボトル５０が撹拌部材６０に対して傾
く支点となる取り付け位置に、近い位置に突起８０が配置されることになる。このため、
撹拌部材６０に対するトナーボトル５０の傾きが制限されにくい。
【００６８】
　これに対して、本実施形態では、突起８０は、支持部材４０の軸方向の他方側（－Ｚ側
）の端部に、すなわち、支持部材４０の軸方向において取り付け位置から最も離れた位置
に、突起８０が配置されている。
【００６９】
　このため、第二構成例と比べ、支持部材４０に支持された撹拌部材６０に対して、トナ
ーボトル５０が傾きにくく、撹拌部材６０がトナーボトル５０から外れることが抑制され
る。
【００７０】
　さらに、本実施形態では、図５に示されるように、突起８０の先端面８０Ａ（径方向の
内側の端面）は、トナーボトル５０の外周面５０Ｂに沿った円弧面とされている。このた
め、先端面８０Ａが平面とされている構成（第三構成例）と比べ、突起８０におけるトナ
ーボトル５０の外周面５０Ｂの周方向に沿った各部が、トナーボトル５０の外周面５０Ｂ
に接近する。
【００７１】
　このため、第三構成例と比べ、突起８０におけるトナーボトル５０の外周面５０Ｂの周
方向に沿った各部で、撹拌部材６０に対するトナーボトル５０の傾きが制限される。
【００７２】
　（第一変形例）
　本実施形態では、突出部の一例としての突起８０は、支持部材４０の外周壁４４の内周
面４４Ａに設けられていたが、これに限られない。突出部の一例としては、図７に示され
るように、トナーボトル５０の外周面５０Ｂに複数（具体的には例えば３つ）設けられた
突起１８０であってもよい。
【００７３】
　この突起１８０は、トナーボトル５０の外周面５０Ｂの周方向に沿って等間隔で配置さ
れている。また、突起１８０は、トナーボトル５０の外周面５０Ｂから径方向の外側へ突
出している。突起１８０の先端面１８０Ａ（径方向の外側の端面）は、支持部材４０の外
周壁４４の内周面４４Ａに沿った円弧面とされている。この先端面１８０Ａは、支持部材
４０の外周壁４４の内周面４４Ａに対して非接触となっている。また、突起１８０は、例
えば、支持部材４０の軸方向の他方側（－Ｚ側）の端部に対向する位置に配置されている
。
【００７４】
　このように、トナーボトル５０の外周面５０Ｂ側に設けられた突起１８０であっても、
支持部材４０の外周壁４４の内周面４４Ａに設けられた突起８０と同様の作用を発揮する
。
【００７５】
　なお、突起８０、１８０は、３つに限られず、４つ以上設けられていてもよい。また、
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【００７６】
　また、突起８０、１８０の両方が設けられる構成であってもよい。この場合では、一例
として、突起８０、１８０は軸方向にずれた位置に配置される。また、例えば、突起８０
、１８０の両方が設けられる構成であって、突起８０、１８０がＺ方向に見て円環状とさ
れた突起である場合は、突起８０、１８０が対向する構成であってもよい。
【００７７】
　（第二変形例）
　図８に示されるように、突起８０に替えて、変化部５６Ｃを超えて胴部５６Ａ側（－Ｚ
側）へ延長された延長部２４４が支持部材４０に形成された構成であってもよい。延長部
２４４は、外周壁４４の－Ｚ側の端部から－Ｚ側に延びた円筒状とされており、外周壁４
４と一体に形成されている。延長部２４４の内周面は、トナーボトル５０の外周面５０Ｂ
との間に隙間を有しており、外周面５０Ｂに対して非接触とされている。
【００７８】
　この構成によれば、延長部２４４の内周面が、トナーボトル５０の外周面５０Ｂに当た
ることで、支持部材４０に対するトナーボトル５０の傾きが制限される。このため、支持
部材４０が－Ｚ側に延長されていない構成と比べ、支持部材４０に支持された撹拌部材６
０に対して、トナーボトル５０が傾きにくく、撹拌部材６０がトナーボトル５０から外れ
ることが抑制される。
【００７９】
　なお、延長部２４４及び、前述の突起８０、１８０は、トナーボトル５０又は支持部材
４０に対して非接触とされていたが、トナーボトル５０又は支持部材４０に対して滑り接
触する構成であってもよい。
【００８０】
　本発明は、上記の実施形態に限るものではなく、その主旨を逸脱しない範囲内において
種々の変形、変更、改良が可能である。例えば、上記に示した変形例は、適宜、複数を組
み合わせて構成してもよい。
【符号の説明】
【００８１】
１０   画像形成装置
１１   画像形成装置本体
１７Ａ 感光体（像保持体の一例）
１９   現像装置
２８   モータ（駆動部の一例）
３０Ｋ トナーカートリッジ（トナー収容具の一例）
４０   支持部材（支持部の一例）
４４Ｈ 隙間
５０   トナーボトル（容器の一例）
５６Ａ 胴部
５６Ｂ 縮径部
５６Ｄ 開口
６０   撹拌部材（回転部の一例）
８０、１８０  突起（突出部の一例）
８０Ａ、１８０Ａ     先端面（円弧面の一例）
２４４ 延長部



(11) JP 6922182 B2 2021.8.18

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】



(12) JP 6922182 B2 2021.8.18

【図６】 【図７】

【図８】



(13) JP 6922182 B2 2021.8.18

10

フロントページの続き

    審査官  山下　清隆

(56)参考文献  特開２００７－１０２１３５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－２１４６６９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２０８５７４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－００２８８０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－０１３３７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－０６１４９６（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許第０９４２９８７１（ＵＳ，Ｂ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０３Ｇ　　１５／０８　　　　
              Ｇ０３Ｇ　　１５／００　
              Ｇ０３Ｇ　　２１／１６　
              Ｇ０３Ｇ　　２１／１８　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

